
燃料費高騰の是正を求める１１．１４中央総決起集会
『交
通
運
輸
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
燃

料
費
高
騰
に
関
わ
る
助
成
金
の
確
立
と
自

動
車
関
係
諸
税
の
負
担
軽
減
、
さ
ら
に
ト

リ
ガ
ー
条
項
の
解
除
凍
結
を
政
府
に
求
め

る
た
め
、
交
通
労
協
に
結
集
す
る
全
国
６

５
万
人
が
一
丸
と
な
っ
て
要
求
実
現
に
向

け
て
闘
う
！
』

２
０
１
４
年
１
１
月
１
４
日
（
金
）
１
８

時
～
日
比
谷
公
会
堂
に
て
「
燃
料
費
高
騰
是

正
を
求
め
る
１
１
・
１
４
中
央
総
決
起
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
イ
タ
ク
関
係

か
ら
は
全
自
交
労
連
を
は
じ
め
、
交
通
労
連

ハ
イ
タ
ク
部
会
、
私
鉄
総
連
ハ
イ
タ
ク
協
議

会
傘
下
の
組
合
員
が
参
加
を
し
ま
し
た
。
東

洋
交
通
労
組
か
ら
は
菊
池
委
員
長
を
は
じ

め
、
執
行
委
員
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

民
主
党
の
海
江
田
代
表
は
、
総
選
挙
に
向

け
て
準
備
中
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
省
エ
ネ
支
援
、
地
方
バ
ス
路

線
の
助
成
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
た
め
の
Ｌ

Ｐ
Ｇ
と
燃
料
価
格
引
き
下
げ
を
柱
と
し
た
施

策
を
加
え
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。
社
民
党
の

吉
田
党
首
は
、
「
ト
リ
ガ
ー
条
項
で
は
ガ
ソ

リ
ン
の
平
均
価
格
が
３
ヶ
月
連
続
で
１
６
０

円
を
超
え
た
場
合
、
２
５
・
１
円
の
暫
定
税

率
を
解
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
東

日
本
大
震
災
復
興
に
必
要
だ
と
し
て
凍
結
し

た
ま
ま
だ
。
被
災
地
で
も
燃
料
費
高
騰
に
は

困
っ
て
お
り
、
解
除
を
と
い
う
声
も
あ
る
。

こ
の
声
に
応
え
る
取
り
組
み
、
支
援
を
強
化

し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

本
集
会
を
契
機
に
、
「
安
全
・
安
心
、
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
こ
と
」
「
地
方
の
再
生
と
同
時
に
、

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
に
取
り
組

む
こ
と
」
と
集
会
宣
言
を
し
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

１
９
時
１
０
分
よ
り
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
日
本
バ
ス
協
会
、
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ

ク
シ
ー
連
合
会
の
組
合
員
約
１
０
０
０
名
が

動
員
し
、
民
主
党
と
社
民
党
に
対
す
る
請
願

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

が
明
確
で
す
。
２
キ
ロ
で
換
算
す
れ
ば
全
国
で
沖
縄
・

大
阪
に
次
い
で
下
か
ら
３
番
目
に
安
い
運
賃
を
、
引
き

下
げ
る
方
法
は
絶
対
に
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
『
初
乗
り

距
離
短
縮
運
賃
』
の
導
入
に
反
対
す
る
運
動
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
を
目
指
し
て
統
一

要
求
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
今
後
も
運
動
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

伊
藤
顧
問
（
日
交
労
）
の
挨
拶
で
は
、
協
議
会
の
立

ち
上
げ
か
ら
中
心
と
な
っ
て
支
え
て
く
れ
た
昨
年
５
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
小
林
氏
（
春
駒
共
済
会
顧
問
）
に
全

員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
「
政
治
課
題
に
つ
い
て
は

安
倍
政
権
の
平
和
に
対
す
る
物
事
の
考
え
方
、
働
く
者

に
対
し
て
の
目
の
向
け
方
に
つ
い
て
は
非
常
に
問
題
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
変
え
て
い
く
に
は
政
治

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
選
挙
の
際
に

は
是
非
投
票
に
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。溝

上
事
務
局
長
（
日
交
労
）
よ
り
２
０
１
４
年
度
活

動
報
告
・
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
続

い
て
２
０
１
５
運
動
方
針
（
案
）
・
２
０
１
５
予
算

（
案
）
・
規
約
改
正
（
案
）
・
２
０
１
４
秋
闘
要
求

（
案
）
・
新
役
員
（
案
）
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
２
点
に
つ
い
て
２
０
１
４
年
１
２
月
１
５
日
ま

で
に
回
答
を
求
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
各
組
織
の
強
化
を
行
い
、
未
組
織
へ
の
加
盟

を
働
き
か
け
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け
て
運

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

２
０
１
４
年
１
１
月
１
５
日
（
土
）
１
３
時
～
東

洋
交
通
２
階
大
会
議
室
に
て
第
９
回
日
本
交
通
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
松
副
議
長
（
ラ
イ
オ
ン
交
通
労
組
）
よ
り
開
会

の
挨
拶
、
大
和
田
副
議
長
（
日
交
労
）
よ
り
議
長
・

書
記
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
石
井
幹

事
（
東
洋
交
通
労
組
）
、
書
記
に
は
星
代
議
員
（
日

交
労
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
福
島
議
長
（
東
洋
交
通
労
組
）
の
挨
拶
が

あ
り
、
「
経
営
側
か
ら
『
初
乗
り
距
離
短
縮
運
賃
』

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
川
鍋
社
長
は
、
全
体
が
や
ら
な
く
て
も
日

本
交
通
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
も
や
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
東
京
で
導
入
さ
れ
れ
ば
、
営
収
が
減
り
タ
ク

シ
ー
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
が
悪
化
す
る
こ
と

日
本
交
通
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

第
９
回
総
会

２
０
１
４
秋
闘
統
一
要
求

１
、
車
両
代
替
は
最
長
で
も
６
年
ま
た
は
６
０
キ
ロ
と

す
る
こ
と

２
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
全
輪
に
装
着
す
る
こ
と

（右
）溝
上
事
務
局
長

（下
）日
交
グ
ル
ー
プ
各

組
織
の
代
表
の
方
々

１
１
月
１
８
日
（
火
）
８
時
４
０
分
～
１
０
時

全
自
交
東
京
地
連
（
東
京
地
連
１
名
・
日
交
労
赤

羽
支
部
６
名
・
ラ
イ
オ
ン
交
通
労
組
２
名
・
東
洋

交
通
労
組
１
２
名
）
合
同
宣
伝
行
動
を
東
京
駅
で

行
い
ま
し
た
。
通
行
人
に
は
テ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
、
乗
務
員
に
は
全
自
交
の
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し

た
。
乗
り
場
の
清
掃
も
行
い
、
タ
ク
シ
ー
を
ご
利

用
の
お
客
様
に
は
ド
ア
サ
ー
ビ
ス
、
ラ
ゲ
ッ
ジ

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
第
１
０
回
合
同
宣
伝
行
動

福島議長

伊藤顧問


